





















十年分ならば五十カ月かければ良いものができるといわれている。ほんとにその通りだと思う。今回はその半分の慰問しかないが時間がないという滋自で出版を延期することもできない。何とか形を付け ければなら 。ただ心不いなことに、何周年記念という事業が行なわれていた部局もあり、これらの資料の中に使用できるものが数多くあったのが大 に幸いした。資料の収集では協力的な部局 そうで い部局の差が感じられた。結局七月間柄には約一OOO
枚ぐらい集まっていた。この頃から割付け作業が開始された。例制作








































































































































火の流行を見閉山し、いまはまた文学・マスコミの絞史物の氾滋に身をさらされている、そんな中で、大阪大学五十年史を編む従事に多少とも参加せざるを得ないとは 真につらい難し 話だと思いました。その上 実際に郎防史を作る段階では現実的な困難が加わって、作業はなかなか渉らず、人ぷり楽しい仕れとは中せませんでした。五十年と言えば、恥十位紀ですから、史とよんでもやや体を為すこともありましょうが、基礎工学部は設訟の頃から間半批紀にも満たな ので、伝統重みがおのずから行間ににじみでるなどと一空 う処は、到底抜むべくもありません。しかし、それかと一一一口って、官庁 記録や科学の貯典のような事白人の年代的緩列に終始 たくはないし、トインピ
iのぎうような燈史観の確立など
大それた事は考えられないにしても せめ 基礎工学部の存夜と継続の立義が浮彫りにされ、設立当時 思怨 その流れが読む人に伝わるよ に したいものだと思いました。
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までには、名学科目に各論の原稿を心泣いて間以くこととし、井上前委員長に見本な作成して頂いた。各論は全部局史の約%を占めることになるが、この部分は各学科目分担者のガは勿論、執築された各教官の努力の問問であ 。総記は布間同教授と新 く委員になられた長山教授にお搬いすることになり 執筆のための素原稿として、水野・越
m-
古川・斉藤(謹〉各教授に、それぞれ、





































いして、川持論がでにくく、怠忠の統なかったのは、大いに時間同の節約になった。研究所が創設され までの経済学部附印刷施設であった時代 ついては、すでに詳し 叙述が浅 ていたで、それに依拠することができたのも率いであった。他方、従米とも所長の関心が前
'M
きであったため、資料の叛いがほとんど














































述べられており、これは資家な資料となった。こ なまとめられた問委員会に敬広な表するとともにこのような資制作はのちのち緩めて役交つものである伊)とを焔感した。さらに淡銭工学研究所は照和五十年十月末に十周年記念の式典と記念の同際会議を挙行した。五十年史にこれらの行ふれを組み入れることができた はネであった。さらに第二節の印刷究活動については、ぷ本的には各部門の独自性のある執筆なお願いした。このため部門によってはかな ずしも統工
A」れたものとは
一般の研究活動の外に、研究活動の直後的な役割を果たし
ている若い助手の人速の名前もできるだけ挙げるようにした。これは現十代の研究活動がどのような人迷によって遂 されてい かを後肢に記録しておきならなかったが、たかったためである。さらにま 、現犯の若い研究特も次にくる仮大七十冗
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は叙年向閉山か行なっ いる学生実務と技術論沼会で学生や 者が技術指討怖をうけて、政ら工作機械を使って試作することが定汗して る。
資料収集について

























































































































































大阪大学工学郎じ十双年史大阪 学工 部浴後工 科館設一 一十年芯大阪 学工業会〈工業グラブ雑誌)大阪 学お波数古川七十年史大阪 学助成婦数以門同年史大阪大学-氏 伝視百年史散生物病研究所大阪 学阪や伝湾百年史認礎制制度印刷究施設火阪大学 や伝習百年史臨床議阪・診療部門大阪大学医 伝明日汚年史 後大阪大学医学部学友会名簿大阪 尚子医学部学友会一九十大阪大学術学部十周年
A必念誌














































































































































































































































されたが、創刊号のことであり、時間 に余裕がなく、品机祭各位に 大変なご無限を強いることになった。水口ワは前史ともいえる幕末明治期に論考が集中したが、日間引緩められたテ!?であるだけ 、多くの事実の発期と同時に、新し 視角にみちた作品で創刊号を飾ることができたこと 編集子 して感謝の一一日業もない。〈〉本紀要は年二回の刊行を予定し 大阪大学
ψんを広
い視野から、多くの人びとによって記述され ことを目指している。各位のご協力をえて充実した紀要
に作り上げたいと希望している。。本紀婆の編集委員は次の各氏。中潟一郎(委員長、医学部)、梅浜弁(文学部)、熊谷間作(法学部)、作送洋太郊(経済学部)、芝材犬(理学部)、堀川明(工川宇部)、水野克彦(教養部)、際的篤庖(ム産業科学研究所編集家は松悶武、大凶愛、塚本女子の一一一人で約一当している。ご連絡は編集室 およせ下ざ 。
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